
『
京
都
市
下
京
区
の
美
術
館
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〈
新
版
画
展
〉
美
し
き
日
本
の
風
景
展
は
さ

す
が
に
人
出
が
少
な
く
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と

行
き
て
戻
り
つ
つ
、
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

浮
世
絵
は
明
治
末
期
に
時
代
と
共
に
収
束
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
高
度
な
木
版
技
術
を
活
用

し
、
浮
世
絵
の
風
景
画
と
は
異
な
る
モ
ダ
ン
な

感
覚
と
色
彩
で
、
新
た
な
芸
術
を
創
造
し
て
い

き
ま
し
た
。
新
版
画
の
ジ
ャ
ン
ル
は
浮
世
絵
に

し
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
美
人
画
・
・
役
者
絵

も
あ
る
が
、
今
回
は
風
景
画
が
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
。
絵
師
・
刻
師
・
摺
師
と
い
う
工
程
の

中
で
、
美
人
画
絵
師
・
・
東
郷
青
児
と
あ
り
、

グ
ッ
と
身
近
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
向
け
を
意
識
し
た
た
め
、
外
国
人
が
お

土
産
に
し
た
の
で
海
外
で
は
国
内
以
上
に
知
ら

れ
、
ダ
イ
ア
ナ
妃
や
米
Ｉ
Ｔ
大
手
ア
ッ
プ
ル
の

共
同
創
始
者
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
が
愛

蔵
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

雪
に
た
た
ず
む
三
重
の
塔
・
川
面
に
揺
れ
る

光
な
ど
、
し
っ
と
り
し
た
叙
情
あ
ふ
れ
、
ま
た

山
岳
風
景
も
多
い
（
日
本
ア
ル
プ
ス
十
二
題
）

で
は
懐
か
し
い
穂
高
や
黒
部
川
に
出
会
い
、
身

近
な
（
雪
の
伊
吹
山
）
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

異
常
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
美
術
館
は

涼
し
く
避
暑
気
分
で
、
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
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お
ら

お
ら
で

ひ
と
り

い
ぐ
も

若
竹

千
佐
子

著

河
出
書
房
新
社

１
２
０
０
円

５
５
歳
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
〈
小
説
講
座
）
に
通
い
、
６

３
歳
で
芥
川
賞
受
賞
、
な
ん
と
も
パ
ラ
フ
ル
な
新
老
人
で
あ
る
。

５
０
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
押
し

出
さ
れ
る
よ
う
に
故
郷
を
飛
び
出
し
、
い
ろ
ん
な
仕
事
、
結
婚
、

二
人
の
子
供
を
産
み
育
て
、
突
然
の
主
人
の
死
、
こ
の
先
一
人
で

ど
や
っ
て
、
暮
ら
し
、
生
き
て
い
く
か
？

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
捨
て
た
は
ず
の
故
郷
の
方
言
で
書
い
て
い

る
。
私
は
沖
縄
だ
が
・
・
東
北
の
方
言
も
難
し
い
二
度
読
み
返
し

て
分
か
り
ま
し
た
。
（
頭
の
中
に
大
勢
の
人
た
ち
が
居
る
と
い
う

こ
と
は
、
決
し
て
孤

独
で
は
な
い
で
し
ょ

う
、
こ
れ
か
ら
老
い

の
坂
を
登
る
人
も
、

下
る
人
も
、
こ
の
本

を
手
元
に
お
き
、
読

み
返
し
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と

笑
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル

に
向
か
い
ま
し
ょ
。

行
っ
て
き
ま
し
た
♪

人参のうす焼き
【材料】
・にんじん１本
・豚ミンチ(とり・牛でも良い)
・にんじんの葉っぱ少々
(青いモノであればよい)

・玉ねぎ少々
・ゴマ油小さじ２
・小麦粉１カップ
・だし汁１８０
・塩小さじ少々・ぽんず
【作り方】
ニンジンは千切り・葉っぱはざく切り・玉ね
ぎは薄切りにして、小麦粉・だし汁・塩・豚
ミンチを加えて混ぜ合わせる。
フライパンにゴマ油を熱し両面をこんがりと
焼き、食べやすく切り、ポン酢でいただく。

織田さんちの定番料理

〜
編
集
後
記
〜

大
変
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
、
（
西
日
本
豪
雨
）
で
す
。

日
を
お
っ
て
被
害
の
多
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
豪
雨
の
あ
と
は
猛
暑
に
襲
わ

れ
、
神
は
居
な
い
の
か
？
と
嘆
い
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
も
出
来
な

い
自
分
の
老
体
に
心
を
痛
め
て
い
る
。
１
日
も
早
く
日
常
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
に
、
祈
る
の
み
で
す
。

今年の初夏は例年にないほどの酷暑が続いている。熱中症にならないように気をつけないといけないが、自宅
兼事務所の我が家では室温32度くらいにならないとエアコンを付けない事にしている。本音としては30度で付

けたいところではあるが・・・。
一方でパソコン(PC)の話。PCは本体内部が熱くなり過ぎないように、放熱ファンが状況に応じて回転数を上げ

下げする。例えば私の高性能デスクトップPCは、CPU（脳みその部分）が55～70度位になるので、それを冷やす
ために２つの大型放熱ファンが音を立てて回転するのだ。室温30度以上で込み入った仕事をしているとCPUは70
度近くなりファンは轟音を発してくる。そうやって冷まして本体内部はどうやら35～40度くらいになっている

ようだ。これがエアコンをつけて室温が30度より下がってくると騒音が減ってくるのである。私の主観だが室
温30度以下でないとPCだって暑すぎるのである。暑い→うるさい→うるさいのは暑いせい・・・の永遠ループ

でこちらもいっそう暑さを感じてくる。
ズバリ、PC利用時の室温は20℃～25℃、パソコン本体の温度は「30℃～40℃」になっているのが適正という事
になる。

PCは基本的に低性能なほど熱を持たずに静かだが、重い処理をさせるとCPUやファンは頑張らないといけないの
で、それに応じて熱くうるさくなってくる。ネットサーフィンは簡単な処理のようでいて、実はセキュリティ

ソフトが同時に作動するので案外重たい処理になってしまうようだ。あまりにも高熱になり過ぎる場合は、PC
内部や廃熱部分に埃がたまり過ぎてファンがスムーズに回転していない事が考えられる。そのような場合は、P
Cの裏側の熱が出てくる所に掃除機を当てて埃を吸い出せば改善する事がある。

さてそうすると、簡単な作業であればそれほど熱を持たず静かに色々できてしまうタブレットやスマホに軍配
が上がる。実をいうと今回のこの記事も、あまりにうるさいPC作業が不快に思えて、iPadと無線キーボードの

組み合わせで書いている。聞こえてくるのは涼しげなキーボードの打鍵音のみ。これが非常に快適で機器が騒
音を発しないだけで「今部屋涼しいよね？」と勘違いしそうなほどだ。色々使い分けられる環境にある方は是
非試していただきたいと思う。

【デジモノ講座】 16.夏のコンピュータ君も暑がっている！

先人の座右の銘

この世は一つの舞台、
人間は男女を問わず
皆役者にすぎない。

シェイクスピア

知
の
杜

本
の
樹
海
へ


